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１級－解説－１ 

商 業 簿 記 

（仕訳の単位：千円） 

１．商品売買 

 ⑴ 一般商品販売 

(借方) 仕 入 10,500 (貸方) 繰 越 商 品 10,500 

(借方) 繰 越 商 品 15,372 (貸方) 仕 入 15,372 

(借方) 棚 卸 減 耗 損 769 (貸方) 繰 越 商 品 1,312 

(借方) 商 品 評 価 損 543    

  ① 一般商品売買原価率 

一般商品・割賦商品  

期首 売上原価  ← 一般売上 68,000千円 

 1,400個  18,000個  ← 割賦売上 120,000千円←132,000千円÷1.1 

10,500千円  138,348千円    合 計  188,000千円 

仕入 （貸借差額）  

 18,600個 期末帳簿 

143,220千円  2,000個 
 一般商品販売原価率：

138,348千円

188,000千円
 ×100＝73.5･･･％ →74％ 

  15,372千円  

    期末帳簿棚卸数量：1,400個＋18,600個－18,000個＝2,000個 

    総平均単価：
10,500千円＋143,220千円

1,400個＋18,600個
 ＝＠7,686円 

    期末商品帳簿棚卸高：＠7,686円×2,000個＝15,372千円 

    ○答仕入：10,500千円＋143,220千円－15,372千円＝138,348千円 

  ② 期末商品の評価 

   
＠7,686円 

(※１) ＠7,686円×(2,000個－1,900個) 商品評価損 

 543千円(※２)     ＝768.6千円 → 769千円 
＠7,400円 

(※２) (＠7,686円－＠7,400円)×1,900個 

     ＝543.4千円 → 543千円 

 

貸借対照表価額 

14,060千円 

棚卸減耗損 

769千円 

(※１) 

 

                 1,900個   2,000個 

    ○答繰越商品：15,372千円－769千円－543千円＝14,060千円 

 ⑵ 割賦商品販売 

(借方) 繰 延 割 賦 売 上 利 益 15,000 (貸方) 繰延割賦売上利益戻入 15,000 

(借方) 繰延割賦売上利益控除 14,400 (貸方) 繰 延 割 賦 売 上 利 益 14,400 

         

 割 賦 売 掛 金  

前期利益率 期限到来・回収  50,000千円  

30％ 

前期未到来 

         60,000千円 未到来      10,000千円  

当期利益率 当 期 発 生 期限到来・回収  60,000千円  

         132,000千円 期限到来・未回収 28,000千円  1.1－0.74

1.1
 
 未到来      44,000千円  

    前期割賦売上利益率：
18,000千円

60,000千円
 ×100＝30％ 

    繰延割賦売上利益戻入：50,000千円×30％＝15,000千円 

    繰延割賦売上利益控除：44,000千円×
1.1－0.74

1.1
 ＝14,400千円 

    ○答繰延割賦売上利益：18,000千円－15,000千円＋14,400千円＝17,400千円 



※この解説は、当社で作成したものです。 

平成20年度 第119回簿記検定試験 解説 １級 
 

１級－解説－２ 

２．貸倒引当金（差額補充法） 

(借方) 貸 倒 引 当 金 繰 入 990 (貸方) 貸 倒 引 当 金 990 

  ⑴ 売上債権（割賦売掛金は、期限到来済・未回収に対し設定します。） 

    貸倒引当金設定額 

     売 掛 金：40,000千円×２％＝ 800千円 

     割賦売掛金：28,000千円×３％＝ 840千円 

       計            1,640千円 

    貸倒引当金繰入：1,640千円－700千円＝940千円 

  ⑵ 長期貸付金 

    貸倒引当金設定額：(2,500千円－2,300千円)×50％＝100千円 

    貸倒引当金繰入：100千円－50千円＝50千円 

    ○答貸倒引当金繰入：940千円＋50千円＝990千円 

３．有価証券 

 ⑴ Ａ社社債（満期保有目的債券） 

(借方) 満 期 保 有 目 的 債 券 12 (貸方) 有 価 証 券 利 息 132 

(借方) 未 収 収 益 120    

   償却額：(12,000千円－11,760千円)×
３カ月

60カ月
 ＝12千円 

   ○答満期保有目的債券：11,760千円＋12千円＝11,772千円 

   未収収益：12,000千円×４％×
３カ月

12カ月
 ＝120千円 

 ⑵ Ｂ社株式（関連会社株式） 

(借方) 関連会社株式評価損 4,500 (貸方) 関 連 会 社 株 式 4,500 

   ○答関連会社株式（Ｂ社株式評価額）：14,000千円×25％＝3,500千円 

   関連会社株式評価損：3,500千円－8,000千円＝△4,500千円 

 ⑶ Ｃ社株式（その他有価証券） 

  ① 洗替（未処理） 

(借方) そ の 他 有 価 証 券 300 (貸方) その他有価証券評価差額金 180 

   (貸方) 繰 延 税 金 資 産 120 

    繰延税金資産・その他有価証券評価差額金：前Ｔ/Ｂより 

    Ｃ社株式取得原価：1,400千円＋300千円＝1,700千円 

  ② 期末評価 

(借方) そ の 他 有 価 証 券 200 (貸方) その他有価証券評価差額金 120 

   (貸方) 繰 延 税 金 負 債 80 

    その他有価証券：1,900千円－1,700千円＝200千円（評価差益） 

    繰延税金負債：200千円×40％＝80千円 

    その他有価証券評価差額金：貸借差額 

 ⑷ 国債 

  ① 国債（その他有価証券） 

(借方) その他有価証券評価差額金 60 (貸方) そ の 他 有 価 証 券 100 

(借方) 繰 延 税 金 資 産 40    

(借方) 未 収 収 益 125 (貸方) 有 価 証 券 利 息 125 

    その他有価証券当期末時価：10,000千円×
＠94円

＠100円
 ＝9,400千円 

    その他有価証券：9,400千円－9,500千円＝△100千円（評価差損） 

    繰延税金資産：100千円)×40％＝40千円 

    その他有価証券評価差額金：貸借差額 


